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ア
メ
リ
え
詮
券
市
場
に
お
け
る
シ

ョ
1
1
k
'

セ
イ
ル

深

見

義

田

一
概
念

分
類

豆

取
締

穴

論
争

ョ
I
ト
・
セ
イ
ル
慣
行
の
盛
史
は
、
詮
器
市
場
の
塵
史
と
、
歩
み
を
共
に
ナ
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
更
に
は
ま
た
、
そ
も
そ

わ
れ
る
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
、

も
投
機
た
右
も
の
の
歴
史
と
、
日
を
同
じ

5
す
る
も
の
で
あ
る
と
も
い

〈

1
〉

シ
ダ
入
は
、
そ
の
禁
止
を
試
み
た
と
あ
る
。

一
六
一

O
年
の
頃
、
オ
ラ

現
在
の
グ
ロ
ン
ド
ン
取
引
所
除
、
周
知
の
如
く
、

の
開
所
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
惚
も
、
事
責
上
の
詮
券
市

一六
O
二
年
三
月

場
は
あ
づ
た
の
で
あ
る
。
ナ
た
わ
ち
、
六
ペ
ン
ス
の
入
場
料
で
入
る
と
と
を
得
た
コ
ー
ヒ
ー
の
底
、

品
ュ
:
・
ジ
ョ
ナ
サ
ン
ズ
が
こ
れ
で

事
。
て
ー
と
と
に
プ
ロ

I
ヵ
ー
や
ジ
ョ
ッ
パ
ー
が
集
っ
て
、
詮
券
取
引

ア
〆
リ
カ
輯
血
多
市
場
に
お
け
る
シ
ヲ
1
ト
・
セ
イ
ル

の
で
あ
る
。
と
の
庖
が
株
式
取
引
所
(
↓

z
m
g岳

を
試
み
て
い
た

1 
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橋

諭

叢手

主
命
名
さ
れ
た
の
は
、

一
七
七
一
ニ
年
の
と
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
り
四
十
年
前
す
で
に
、
最
初
の
シ
曽

I
ト
・
セ
イ
ル
品
業

が
、
そ
の
導
入
を
見
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

2 

¥
止
法
た
る
、
サ
1
・
ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ナ
ー
ド
法

(ω
町
ん
『
O
E
H
W
O
Z
H
F
邑
k
r
a
o片
口
む
)

は
、
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
関
係
法
規
の
設
明
に
ま
で
は
入
れ
な
い
、
が
、
と
も
角
、
と
の
法
に
闘
す
る
限
り
段
、
と
れ
は
し
か
し

貴
際
的
に
は
そ
の
後
全
然
無
楓
さ
れ
て
し
ま
い
、
一
八
六

O
年
に
底
止
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
%
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
事
情
は
イ
ギ
P
ス
に
似
た
』
の
が
あ
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
有
能
な
誠
相
タ
リ
ア
ジ
の
忠
諌
を
し
り
ぞ
け

て
つ
い
に
、
前
世
記
の
初
め
に
、
と
れ
が
禁
止
法
一
を
布
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
れ
も
ま
た
、
有
害
規
定
た
る
と
と
が
創
刊
明
し
て
は
、

一
八
八
五
年
に
巌
止
の
運
命
を
見
る
に
至
っ
た
。
A

ん
も
、
診
る
種
の
制
眠
は
、
そ
の
後
も
法
典
に
載
録
さ
れ
て
お
り
、
イ
タ
リ
ア
も
と
れ
(

れ ろに
アたと倣
メ。つ
リて
カい
にる
お。

¥t、 F
てイ
もl; ッ
、に

お
し、

て
も、

た
だ
有
害
規
定
の
古
典
的
事
例
を
提
供
す
る
以
外
の
何
物
で
も
た
い
様
た
、
禁
止
立
法
が
見
ら

一
八
一
二
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
に
は
、
す
で
に
、
「
費
主
が
、
賓
際
の
所
有
者
で
あ
る
か
、
謹
受
人
で

あ
る
か
、
ま
た
は
と
れ
ら
か
ら
授
擁
さ
れ
た
者
で
あ
る
か
、
で
た
い
場
合
の
音
声
、
り
商
い
は
、
無
数
で
あ
る
、
」
と
の
立
法
例
が
見
え
た
。

↑

-
-
E
れ
も
、
し
か
し
、
一
八
五
八
年
に
巌
止
正
た
っ
た
。
「
喪
主
が
ー
そ
の
詮
券
類
の
所
有
者
ま
た
は
占
有
者
で
た
い
と
と
の
理
由
に
お
い

‘
(

3

M

 

J

て
、
そ
め
契
約
が
無
数
で
あ
り
、
ま
た
は
無
数
た
ら
し
め
ら
れ
る
と
と
は
た
い
、
」
と
い
う
，
の
が
、
そ
の
駿
止
規
定
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。

ニュ

1
ヨ
T
ク
株
式
取
引
所
で
盛
ん
に
活
臨
し
、
し
ば
し
ば
、
最
初
の
大
マ
ニ
プ
ュ
レ
イ
タ

I

E

な
る
点
慣
を
以
て
呼
ば
れ
る
n
y
y

ツ
ル
な

E
は
、
強
カ
放
る
一
貫
せ
る
シ
司
1
干
・
ゼ
ラ
ー
で
あ
っ
た
。

F
H
ュ
1
、
ヴ
ア
ン
ダ
ー
ピ
ル
ト
、

一
八
三
五
年
か
ら
五
七
年
に
か
け
て
、

フ

ィ

ス

夕

、

グ

;

?

も

三

五

46年
代
の
初
め
の
頃
、
盛
ん
に
ご

l
・
セ
イ
ル
を
投
機
の

T
じ
て
用
い
た
の
で
き
た
。
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一
九

O
一
年
に
は
、

λ
ー
ザ
ず
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
の
支
国
櫨
を
め
ぐ
る
、

か
の
ヒ
ル
、

モ
ル
ガ
シ
、
封
、

ハ
リ
マ
ン
、
ク

T
ン
・
ロ
ー
プ

ー
も
の
争
奪
戦
が
あ
り
、
株
債
は
大
昂
騰
を
見
せ
た
の
で
あ
る
が
、
と
の
年
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
は
ま
た
、
白
血
児
ま
し
い
も
の
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
一
次
大
戦
の
際
に
は
、

シ
冒

I
ト
・
セ
イ
ル
の
影
響
が
特
に
認
識
さ
れ
、
無
責
任
た
曾
員
、
乃
至
、
敵
，

方
の
廻
し
者
に
よ
る
、
ぺ
ヱ
ア
・
レ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
防
止
す
る
た
め
に
、
倉
員
は
、
そ
の
シ
ョ

I
F
・
セ
イ
ル
を
、
内
密
化
取
引
所
に
報

告
す
る
と
Le--
を
要
請
さ
れ
た
。

/
 

降
づ
て
、
二
九
年
十
月
の
ガ
ラ
の
後
、
十
一
月
十
二
日
に
は
、
以
前
に
は
前
記
大
戦
の
際
一
九
一
七
年
に
行
わ
れ
た
だ
け
の
、
シ
司
I

一
千
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
の
調
査
が
、
取
引
所
の
手
に
よ
づ
て
貫
施
さ
れ
た
。
つ
い
で
三

O
年
に
も
行
わ
れ
、
一
平
一
年
に
入
つ
て
は
、
五
月
二

十
五
日
以
来
、
毎
週
の
調
査
が
賞
施
さ
れ
る
と
と
に
た
っ
た
。

そ
し
て
、
=
二
年
九
月
二
十
日
の
イ
ギ

P
ス
の
金
本
位
離
脱
聾
明
に
次
い
で
は
、

一ュ

1
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
除
、
二
十
一
日
(
月
可

一
八
七
三
年
、

一
九
一
四
年
の
雨
度
に
わ
た
る
、

二
十
二
日
(
火
)
の
雨
日
に
わ
た
り
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
を
禁
止
し
た
。
と
れ
は
、

市
場
閉
鎖
の
曾
づ
て
の
菅
き
経
験
を
繰
返
さ
な
い
た
め
、
ま
た
最
低
債
格
設
内
一
家
を
回
避
す
る
た
め
、
唯
一
委
さ
れ
た
る
策
と
し
て
、

t
J
初
め
て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
づ
た
。
こ
の
策
の
功
罪
に
つ
い
て
は
、
お
の
ず
か
ら
、
設
の
岐
れ
る
と
と
ろ
も
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
、

わ
た
く
し
の
見
る
限
り
は
、
ま
と
と
に
機
宜
の
も
の
で
あ
っ
た
と
了
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
シ
司

1
F
・
セ
イ
ル
禁
止
論
者
的

の
立
場
か
ら
と
い
う
の
で
放
く
、
そ
う
で
は
た
く
で
、
あ
る
種
の
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
を
、
常
時
に
お
い
て
は
、
認
め
て
お
い
て
、
と
う

し
た
危
機
に
は
、
そ
の
関
係
者
に
カ
グ

7
9
ン
グ
を
鏡
さ
し
め
、
そ
れ
が
償
格
に
及
ぼ
す
敷
果
を
期
待
す
る
、
と
い
う
、
そ
う
し
た
、
む

L
ろ
あ
る
種
の
シ
百
一
I
ト
・
セ
イ
ル
容
認
論
者
的
の
立
場
か
ら
の
了
解
で
あ
る
。
と
の
禁
止
段
、
郎
教
的
た
る
一
づ
の
大
き
た
投
目
を
某

3 

ア
メ
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rか
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市
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け
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忌F

ヨ
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セ

イ
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、
一
橋
品
開
叢

第
一
一
↓
十
念

第
一
鋭

し
て
、
二
十
三
日
ハ
水
)
の
寄
附
か
ら
は
す
で
に
撤
同
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、

毎
日
の
調
査
が
行
わ
札
る
こ
と
に
た
仏
料
。
そ
の
後
、
三
七
年
し
に
は
、

二
十
一
日
以
降
は
、
シ
ョ
ー
ト
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
に
つ
き
、

mM出
の
に
よ
る
サ
ム
プ

P
ン
グ
法
採
用
の
、
そ
の
調
査
も
行
わ
れ

アヒ
大
種
、
こ
う
し
て
、
右
の
ガ
ラ
、
こ
れ
に
吹
ぐ
不
況
等
除
、
詮
券
市
場
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
へ
の
閥
心
を
大
い
に
喚
起
し
た

わ
け
で
、
一
方
方
‘
に
に
お
い
て
シ
ヨ

;Iト
:
.
セ
イ
ル
の
調
調
!
査
査
が
符
行
、
炉
「

rれると
共
.
に
に
、
他
.

試
み
ら
れ
る
様
に
た
り
、
更
に
は
、
と
れ
を
め
ぐ
っ
て
の
、
そ
の
賛
否
論
が
ア
ク
テ
ィ
グ
に
た
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
し
か

し
、
破
局
的
に
見
ら
れ
る
様
た
暴
落
の
危
機
の
訪
れ
も
な
い
ま

L
d、
こ
れ
に
劃
す
る
闘
心
は
若
干
薄
ら
い
で
い
る
が
、
と
ま
れ
、
取
引

所
問
題
中
、

マ
-
一
プ
ュ
レ
イ
シ
謂
ン
を
除
い
て
は
、
と
れ
ほ

E
常
に
論
議
の
的
と
た
る
も
の
は
、
た
い
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、

h

p
』
う
し
た
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
に
づ
き
、
ア
メ
リ
カ
詮
朱
市
場
に
お
け
る
、
そ
の
取
引
仕
法
、
取
締
規
定
、

さ
ら
に
は
、
そ
の
経
槽
的
機

能
乃
至
功
罪
論
、
等
々
に
づ
き
、
若
干
の
紹
介
、
解
説
、
た
い
し
考
察
を
試
み
ん
官
と
す
る
に
あ
る
。
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シ

?
l
ト
・
セ
イ
ル

3FOBmwpzν

の
邦
一
課
は
、
「
宰
賓
り
」
、
「
ハ
タ
」
、
「
墜
実
り
」
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
で
は
、

F
2
3
2
E民

ま
た
は
目
白
尚
一
度
)40叶
付

mgF
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
、

40HHEmvnH恥
口

0β40ユ
w

ス
ペ
イ
ン
語
で
は
、

40昇
P
巴
仏
mwmgEOユ
タ
イ
タ
リ
ア

語
で
、
は
、

40民
会
百
巴
Z
2
0
H
U
O
H
Z
で
あ
-
る
。

シ
a
I
F
・
セ
イ
ル
は
ま
た
シ
ョ
ー
ト
・
セ
リ
ン
グ

(ωHH
。吋HU
∞OHロ
訪
問
)

ス
教
授
ら
は
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
章
題
を
掲
げ
て
い
る
が
、

と
も
い
わ
れ
る
。
前
掲
引
用
書
に
と
れ
を
見
る
も
、
ダ
イ

レ
ッ
フ
ラ

I
教
授
は
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
リ
ン
グ
の
章
題
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
他
、

ヒ
ュ
!
プ
ナ

I
教
授
は

y
一円

J

の
章
題
で
は
シ
ョ
ー
ト
・
セ
リ
ン
グ
と
し
、
他
の
章
題
で
は
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
と
し
て
い
る
。

(
9
U
 

い
ず
れ
も
雨
者
の
併
用
が
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
も
、
文
中
に
お
い
て
ー
は
、

/ 

わ
た
く
し
に
は
、
不
敏
、
こ
れ
ら
諸
教
授
が
如
何
た
る
基
準
に
よ
っ
て
、
文
中
或
い
は
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
と
い
い
、
或
い
は
シ

g
1

-

ト
・
セ
リ
ン
グ
と
い
っ
て
い
る
九
は
、
的
確
な
離
を
、
い
ま
だ
つ
か
み
得
た
い
の
で
あ
る
が
、
何
や
ら
、
と
れ
ら
の
事
費
は
、
英
法
に
お
l

と
、
既
行
契
約

(
2
0
2
Z色
。

o
E
E
a〉
で

あ
る
と
と
ろ
の

ω巴
φ

と
の
概
念
上
の
直
別
の
存
在
、
し
か
も
そ
ラ
し
た
直
別
に
も
拘
わ
ら
ず
、
貫
際
上
は
人
々
に
よ
っ
て
、
両
者
が
し

ば
し
ば
無
差
別
に
使
用
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う

h

そ
う
し
た
事
賓
と
一
種
の
閥
濯
を
有
っ
て
い
る
様
に
恩
わ
れ
る
。
と
の
酔
閥
、
ミ
シ
ガ
ン

け
る
、
未
行
契
約

(
2
2
E
2
U
1
8
H
H
H誌
の
け
)
で
あ
る
と
と
ろ
の

。。HHHHP
の酔什。
moロ

5 

ア
メ
ザ
ガ
霞
券
市
場
K
お
け
る
ジ
宮

I
ト
・
セ

h

イル

‘、
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巻

第
一
一
旗

d町

大
患
の
内
Y

Z

A

ト
教
授
は
、
統
一
商
法
典
草
案
の
批
剣
の
文
に
お
い
て
、

一
般
人
怯
勿
論
、
注
律
家
ま
で
が
、
と
の
雨
者
の
概
念
差
に
あ
ー

ま
り
捉
わ
れ
ず
、
無
差
別
に
こ
れ
ら
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
と
と
に
つ
い
て
は
、
た
し
か
に
信
じ
得
る
も
の
が
あ
る
と
指
摘
し
て

h
d
o

少
し
ラ
デ
ィ
カ
ル
と
い
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
わ
た
く
し
た

E
も
、
ウ
ェ
イ
ト
教
授
ら
と
共
に
、
未
行
契
約
、
既
行
契
約
の
差
別
に

6 

従
'
h
J

、
ゎ
。
己
目
白
け
吉
田
σロ
と
す
目
。
と
の
使
い
別
け
の
如
き
は
、
も
は
や
、
賓
際
的
に
も
立
法
的
に
も
、
揚
棄
さ
る
べ
き
時
期
に
あ
る

-

も
の
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
若
し
こ
う
し
た
提
案
が
容
れ
ら
れ
る
と
た
れ
ば
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
リ
ン
グ
主
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
使

、
、
、
、

い
別
け
た

E
に
つ
い
て
、
更
め
で
せ
ん
さ
く
を
試
み
る
た

E
と
い
う
と
と
は
、
従
つ
で
も
は
や
必
要
で
は
た
い
と
と
に
た
る
は
ず
で
あ
る
。

前
掲
諸
教
授
た
ち
も
、
お
そ
ら
く
プ
こ
う
し
た
割
り
切
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
到
達
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
と
え
そ
う
で
は
た
い

に
し
て
も
、
少
た
く
と
も
そ
う
し
た
と
と
に
捉
わ
れ
た
い
と
と
ろ
ま
で
到
達
し
て
お
り
、
そ
れ
故
の
前
記
の
併
用
主
た
づ
て
い
る
も
の
と

鬼
る
の
は
、
果
し
て
わ
た
く
し
の
僻
目
で
あ
ろ
う
か
。

、

シ

f
l
ト
・
セ
イ
ル
の
概
念
に
つ
い
て
は
、

mw
闘
の
に
主
る
最
近
の
明
示
が
あ
る
。
ナ
な
わ
ち
、
と
れ
に
よ
れ
ば
『
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ

ル
と
は
、
責
主
の
所
有
に
か
か
ら
た
い
詮
券
の
費
買
で
あ
り
、
乃
至
は
、
費
主
の
借
用
に
か
か
る
詮
然
、
又
は
、
そ
の
勘
定
に
よ
る
詮
券

の
、
引
渡
し
に
よ
っ
て
履
行
を
見
る
寅
買
で
あ
る
』
(
河
口
広
凶
ふ
切

s
?
吋
官
一
件
。
吋
自
民
岱
O
H
H
E
U
W
B
E
S
R
q
g
g
え
P

由
0
2・

一
弘
司
君
庄
の
M
M
F
O
Bロ
OH
仏。
o
m
H
H
O
H
0
4
3
0吋
E
q
g
Z
4
4
E
O
H
H
山
由
。
O
H
M
E
S
S
E
包

]
U
U
1
5
0
a
oロ
4
O
H
M
-
o同
伊
田
0
2ユ
守

げ

O吋吋
O唱
。
仏
ぴ
u
C
O
H
同O
吋
己
HOmF000ロ
凶
件
。
]
戸
己
HO
由。ロ
σ司・)。

杢
く
と
れ
と
同
様
で
あ
る
。

一
ュ
!
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
も
定
義
を
輿
え
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は

い
ま
と
れ
を
分
析
し
て
見
る
仁
、
と
の
場
合
、
定
義
、
の
内
容
は
二
本
立
て
に
た
り
、

シ
冒

1
F
・
セ
イ
ル
は
二
種
類
と
た
る
の
で
あ
る
。

ヘー巾
J

1

町

J
R
-

弘之
J
、
，
ぜ

/ 

守、
守げ.

F
 3

1
 

也、

I 
j‘ ... 

'-，、

¥ 



、
IY. 

-. 、戸、

~-

r 

.，. 

内 p

r"ゐ

?f'， 
p 

:];( 

グ

可

、

(ベ

ナ
た
わ
ち
、
一
つ
は
、
責
主

ω
所
有
に
か
か
ら
な
い
詮
雰
の
資
買
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、

引
渡
し
に
と
も
角
借
用
株
を
用
い
る
乙
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
で
あ
る
。
文
言
上
で
は
、
雨
者
は
一
見
同
じ
様
に

見
え
る
け
れ
ど
も
、
貫
は
、
そ
の
内
容
は
大
い
に
異
る
の
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
詳
言
す
れ
ば
、
前
者
が
、
品
民
主
の
ふ
古
伊

rmm凸
怖
い
い
品
い

れ
」
い
を
前
提
と
す
る
に
謝
し
、
後
者
は
、

こ
と
で
は
有

の
場
合
の
み
が
封
象
と
た
る
が
、

仙
川
や
か
や
(
無
)
T
脈問一世一
U
F
Aフ
|
|
無
の
場
令
一
は
前
者
の
場
合
に
去
る
の
で
、

三
れ
を
問
題
と
せ
ず
ー
ー
と
も
角
、

rrい
mmr、
fmmh杯
一

r
m
m
j
v
r
u
u
を
保
件
と
ず
る
の
で
あ
る
。

他
の
言
葉
で
い
え
ば
、
前
者
は
い
わ
ゆ
る
賓
質
的
昼
賓
り

(MWEHmHHO丘
町
出
色
と
で
あ
り
、
後
者
は
い
わ
ゆ
る
形
式
的
宰
買
り

3
官
官
5
-
S
E
r
-
o
)
で
か
記
。
賓
例
と
し
て
は
、
オ
ッ
ド
ロ
ツ
ツ
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
、
そ
の
機
能
進
行
の
た
め
に
行
う
買
付
け
、

鞘
取
業
者
が
、
市
場
間
乃
至
轄
換
詮
#
仲
間
の
鞘
取
り
の
場
合
に
行
う
責
付
け
、
等
が
後
者
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
以
前
は
、
後
者
の

如
き
こ
う
し
た
形
式
的
に
の
み
シ
ョ

I
F
・
セ
イ
ル
の
形
を
と
る
も
の
.
は
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
範
噂
に
入
れ
ら
れ
た
か
づ
た
の
で
あ

る
が
、
最
近
で
は
右
の
如
く
、
入
れ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

決
に
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
に
闘
す
る
、
最
も
簡
潔
た
る
定
義
と
し
て
は
、
ホ
フ
マ
ン
教
授
(
切
さ
戸

p
d
q
H
仲
間
宮
回
。
母
国

S
)
に

工
る
も
の
が
お
心
。
日
く
、
『
借
用
財
産
(
穣
〉
の
責
り
行
矯
こ
引
い
た
り
、
』
と
。
思
う
に
、
前
記
二
種
類
の
共
通
一
安
索
、
借
用
株
に
主
る

引
渡
し
の
と
と
ろ
を
搾
り
上
げ
て
、
そ
の
黙
を
、
最
も
簡
課
た
る
形
に
お
い
て
、
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。

ヒ

?
lプ
ナ

I
教
授
が
引
用
し
て
、
適
切
た
る
概
念
附
け
で
あ
る
正
折
紙
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
上
院
銀
行
通
貨
委
員
舎
に
お
け
る
、

.ノ
1
プ
ル
の
詮
言
中
の
一
酌
(
同

g
弓
C
・

m-zoEow田

3由
民

5
8
u刊宮内。
s
s
o
m
o
g
g
c
o
B
5
5
0
3
H
W
S
E回
m-PZ

E
R
2
0可
OHHEH
呂
志
二
記
事
、
ゅ
・

5
〉
で
あ
認
。
日
く
、
『
取
引
者
は
、
或
る
詮
舞
が
一
維
持
さ
れ
そ
う
に
な
い
二
高
)
領
絡
で
、

ア
メ
ナ
カ
一
霞
券
市
場
に
お
け
一
る
V

』

a
l
ト

・

セ

イ

ル

J

7

.

7 

.... 
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構
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叢
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一

按

費
れ
て
い
る
と
と
を
確
信
す
る
に
至
れ
ば
、
そ
の
謹
鼻
持
を
後
に
有
利
な
債
格
差
を
以
て
入
手
し
得
る
期
待
の
下

J

に、

そ
の
詮
象
引
渡
の
契

約
を
矯
ナ
の
で
あ
志
、
』
と
。

¥
と
の
耕
、

ヒュ

I
プ
ナ

1
教
授
が
、
適
切
た
り
と
す
る
の
は
、
不
営
な
る
高
債
に
野
し
て
責
り
向
う
と
い

5
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
者

定
論
者

1
1
5
1
Z
I教
授
も
そ
の
一
人
|
の
最
も
強
調
し
た
い
と
と
ろ
を
、
と
の
詮
言
が
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
様
に
息
わ

ヒ
ュ

1
プ
ナ

I
教
授
・
の
推
奨
の
闘
す
る
限
り
、
同
教
授
は
、
シ
笥

I
ト
・
セ
イ
ル
の
本
質
を
、
不
営
高
僚
に
軒
ナ

れ
る
。
少
た
く
と
も
、

る
貰
り
向
い
の
黙
に
把
掻
し
て
い
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
借
用
株
に
よ
る
引
渡
し
も
、
た
く
て
は
た
ら
ぬ
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ

り
も
、
不
営
高
債
へ
の
挑
戦
と
い
う
の
が
、
同
教
授
に
お
い
て
は
、
よ
り
本
質
的
た
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
様
で
あ
る
。

ω闘の

ホ
フ
マ
ン
教
授
h
p

の
概
念
附
け
と
、
お
よ
そ
観
黙
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
に
興
味
が
あ
る
の
で
あ
ふ
。
ホ
フ
マ
ン
教
授
ら

ゃ
、
取
引
所
や
、

の
概
念
附
け
を
取
引
仕
法
的
で
あ
る
と
い
う
な
ら
ば
、
ヒ
ュ

1
プ
ナ

1
教
授
の
そ
れ
は
、
経
酵
機
能
的
で
あ
る
。

k 

(
喧

)
E
8・DHU-
口

F
。
げ
ぷ

YMHH・
岡
、
。
静
岡
喝
。
司
・
口
市

-wgp宮・
H

∞・

3
・
m
C
E
S
E
m
-
出

g
E
2・凶
F
o
g
s
r
E司
E
2
2
5円

W
H

匂

-
h
r
S
U
E
-
Pロ
z
q
Q
4
5
3
2
3田
-
R
M
H
H
-
Q
S
T
E
F
H
W
O
H
巧包
F
邑
o
P
8
C阻止旬
4
2
3
5
S
E
E

k
r
ロ
ダ
ぽ

E

冨
山
口
庄
内
酔
口
伊
担
割

m
g
w
F
〈

OH・ぉ・
Z
G・
u-
ハ
民

R
-
w
s
u
S
J
8・
m
o
a
-吋・

り山口。
u

H
玄
白

-
Q
U
U
国

5σ
口四♂

DMV・口広
-
w

匂
-
N
C
H

・

Q
H
U
U目

白

0
・

CMM・
巳

fMV・
HS-

ハH
N
)

前
項
に
お
い
て
す
で
に
頭
を
出
さ
せ
て
お
い
た
如
く
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
大
き
た
分
担
と
い
え
ば
、

と
れ
を
、
賞
質
的
シ
司

I

ぷ

hits-込3
ー‘

d 

， 

-r 

:..': 

l 、
i 

信一

ト、;;

，、
'.丸、

J 

、
、
、

、ゆ

、正

吉正、供、
ι

勧
唱
《
晶
日
、
品
開

島

δ 

、、



、，
‘ 

担調弘、 、

句

'-:(乱
、
、

;-..品々
f、一τ ぜ

:r 

、
V 

-，/¥ 

日

、
命

.":-

'場争
、、

ヘ

r
h
F

，

d

干
・
セ
イ
ル
と
、
形
式
的
シ
す

1
ト
・
セ
イ
ル
O
二
大
別
と
す
る
る
の
で
あ
ろ
う
。
既
述
。
如
く
、

ω問
。
の
最
近
の
概
念
規
定
の
内
容

が
二
本
立
て
に
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
、
と
の
ニ
大
別
が
生
れ
て
来
る
わ
け
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
最
近
こ
う
し
た
分
類
方
法
を
見
か
げ

h
の
除
、
概
ね
こ
の
留
の
の
概
念
規
定
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
以
前
は
、
例
え
ば
鞘
取
み
の
た
め
の
買
付
け
た

E
は
、
シ
割

I

の
立
場
か
ら
の
概
念
付
け
が
生
れ
る
に
及
ん
で
、
と
う
し
た
も
の
ま
で
、

ト
・
セ
イ
ル
の
範
噂
か
ら
除
外
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

ω闘
の

一
感
先
ず
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
範
噂
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
引
渡
し
得
る
株
は
こ
れ
を
所
有
し
た
が
ら
、

た
だ
引

渡
し
用
と
し
て
借
用
株
を
用
い
る
と
い
う
、
そ
う
し
た
仕
法
的
の
形
式
の
賠
に
見
て
、

シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ペ
従
っ
て
形
式
的
シ
ョ
ー

ト
・
セ
イ
ル
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
右
の
ニ
大
別
に
従
っ
て
、
、
認
申
れ
シ
司

I
F
-
セ
イ
ル
の
種
別
を
見
て
い
く
之
と
と
ナ
る
。

甲

賓
質
的
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
ハ
同

g
H
3
0ユ
F
F
)
ぱ
、
ま
た
投
機
的
シ
ョ

I
T
-
セ
イ
ル

(mwHUσ
。
回
目
白
、
江
司
@

m

F
。
H
Hい

m
m
H
H
O
)

'
と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ナ
た
わ
ち
、
こ
の
取
引
は
、
債
格
の
先
見
を
試
み
、
こ
れ
に
従
っ
て
費
買
を
行
い
、
そ
の
先
見
の
的
中
に

よ
り
、
非
常
の
利
益
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ス
ペ
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
に
よ
る
の
を
原
則
と
す
る
。
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
寸

F

る

，~~' 

た
め
に
、

い
ま
試
み
に
、
こ
う
し
た
投
機
的
シ
胃

I
F
・
セ
イ
ル
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
べ
き
、
プ
P

セ
ス
上
の
諸
要
素
を
、
順
に
従
っ
て

摘
記
ナ
れ
ば
、
共
の
如
く
た
る
。

ス
ペ
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
に
よ
る
、
債
格
下
落
の
先
見
。
従
っ
て
、

よ
り
低
債
に
よ
る
後
日
の
カ
グ
ァ
ワ
ン
グ
可
能
の
確
信
。

2. 

1. 
現
賓
所
有
の
無
い
株
式
の
責
付
け
。
す
た
わ
ち
、
シ
司
・
1

ト
・
セ
イ
ル
(
ハ
タ
寅
り
)

|

|

1
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
明
ら
か
に
未
行
契

約
で
あ
る
か
ら
、
巌
格
広
い
え
ば
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
リ
ン
グ
|
|
。

し
。
ナ
た
わ
ち
、

3. 

借
用
株
に
上
る
引
渡
し
。

4. 

低
僚
に
よ
る
株
式
の
買
戻

9 

5. 

低
償
買
戻
株
に
よ
る
、
借
用
株
の
返
構
。

、、

ア
メ

?ヵ
月 グ

¥霊ァ
希 P
場 Lィ:
に グ

お f‘、
け J、
るタ

ぞ 埋

f色
ト 。

セ

イ
)1〆

、、む
ミ
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一
、
橋
輸
業
第
一
(
一
十
念

FHJし
た
貴
質
的
シ
ア
l
?
・
セ
イ
ル
、
、
乃
至
、
投
機
的
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
行
わ
れ
る
場
合
の
、
現
賓
の
楕
の
剣
定
は
も
と
よ
り

集
一
揚

‘
困
難
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
に
は
少
た
く
と
も
、
共
の
如
き
場
合
が
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

F 
a. 

セ
』イ

ノレ。
ス
ペ
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
が
、
現
賓
の
相
場
の
位
置
を
、
不
営
に
高
い
所
に
あ
る
も
の
と
確
信
し
、
と
れ
に
買
向
う
相
場
合
の
シ
ョ
ー

b. 

シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
を
試
み
た
る
後
、
相
場
が
思
う
様
に
展
開
せ
ず
、
逆
の
方
向
、
す
な
わ
ち
上
昇
の
方
向
に
向
っ
て
来
た
と
き
、

更
に
と
れ
に
寅
向
い
、
こ
れ
を
績
け
て
い
く
場
合
の
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
。
い
わ
ゆ
る
ア
グ
ァ
リ
デ
ン
グ
・
ア
ッ
プ
(
難
平
賓
り
)
。

c

た
だ
相
場
の
下
向
に
つ
ぐ
下
向
を
、
人
篤
的
に
持
ち
来
ら
す
た
め
の
、
腕
力
的
の
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
。
い
わ
ゆ
る
ぺ
エ
ア
・
レ

イ
デ
ィ
ン
グ
(
寅
り
崩
し
)
。

と
れ
ら
現
賓
の
相
の
如
何
に
よ
り
、
こ
れ
に
輿
え
ら
る
べ
き
世
の
批
剣
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
い
異
る
べ
き
は
営
前
で
あ
る
。
後
段
の
攻

究
に
ま
つ
。

形
式
的
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
(
、
宮
口
宮
岡
山
富
-
m
M
H
O
三
官
目
。
)
は
、
前
に
も
蝿
れ
た
如
く
、
借
用
株
を
以
て
引
渡
し
を
行
う
と
い
う
、

市
場
形
式
乃
至
仕
法
形
式
、
い
ぺ
う
し
た
形
式
の
面
に
見
て
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
左
の
如
く
種

々
の
場
合
に
岐
れ
る
の
で
あ
が
。

乙九・出
O
M
E
s
a
p
-
P
O叶∞
PHOKFmp凶器
:
Z
H
W
Z

子
.
し
て
一
怨
さ
れ
る
責
付
け
、
乃
至
、
責
繋
ぎ
。
費
主
と
し
て
は
、
株
主
権
を
一
方
に
お
い
て
行
使
し
た
が
ら
、
他
方
値
下
り
に
封
ナ
る
保
険

繋
ぎ
を
震
し
縛
る
と
い
う
、
、
南
面
作
験
の
妙
を
享
受
し
得
る
も
の
で
あ
る

J

-
一ュ

1
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
は
、
従
来
と
れ
を
シ
ョ

f
F
-

保
護
預
り
『
幽

(
g
p
q
a
o吉
田
広
ぴ

OM〉
に
手
持
中
の
株
を
、
見
返
り
に

、

t'工/

、・~' ， 

J 

守 V'~-'
'‘ミ同巴
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吋

ふ¥

ピー、

瞳静司

与

ノ

、

，
週
、
包
‘
F
眠臨
v

k
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K
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セ
イ
ル
と
見
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

ω闘
の
が
近
来
三
札
を
そ
れ
と
見
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
輿
え
る
市
場
へ
の
影
響
が
、

そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

投
機
的
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
の
が
、

オ
ッ
ド
-
p
y
ツ
・
ツ
ラ
ン
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
(
端
株
取
引
)
に
関
連

(
凶
〉

j

し
て
行
わ
れ
る
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
。
こ
の
う
ち
に
は
種
々
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

ッ
ツ
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
を
ナ
る
。

げ
-

ω
H
H
O
H
H
m
p
Z
H
W
O官
民
4

0

g

。ap
v
o仲
寸
H
P
H
H
E
O巴
OHM-

イ
・
端
株
の
買
注
文
に
向
っ
て
、
オ
ッ
下
-

P

ロ
・
こ
の
オ
ッ

F
・
ロ
ッ
ツ
・
セ
ラ
ー
が
、
績
い
て
市
場
で
買
注
文
を
護
ナ

る
と
き
、
こ
れ
に
向
。
て
矯
さ
れ
る
シ

1
1
ト
・
セ
イ
ル
。

ハ
・
他
方
、
端
株
の
賓
注
文
に
向
っ
た
オ
ツ
下
-
p
y
ツ
・
デ
ィ
ー
ラ
ー

が
、
績
い
て
市
場
で
ラ
ワ
ン
下
・
ロ
ツ
ツ
で
責
付
け
る
場
合
の
シ
可

1
ト
・
セ
イ
ル
。
た
お
、
と
の
場
合
の
費
り
を
、
最
も
よ
く
消
化
し

得
る
の
が
、

ハ
タ
埋
め
の
機
曾
を
ね
ら
づ
て
い
る
、
他
の
シ
ョ
ー
ト
・
セ
ラ
ー
だ
'
と
す
れ
ば
、
と
こ
に
も
ま
た
、
端
株
取
引
と
シ
ョ

I

ト
・
セ
イ
ル
と
の
、
別
個
の
づ
た
が
り
が
見
え
て
く
る
。

異
る
市
場
聞
の
債
格
差
を
ね
ら
う
鞘
取
り
、
乃
至
、
轄
換
詮
券

0 . 
ωHHO片
付

m
w
p
Z
Z吋

C
O
H
H
S目
。

krHHU日
付
吋

MHmo
吟

吋

mw世
間
協
の
け

H
O
P

(の
O

国
語
ユ
g
H
o
g
g
比
一
位
。
田
)
聞
の
債
格
差
を
ね
ら
う
鞘
取
り
、
こ
う
し
た
取
引
に
際
し
て
行
わ
れ
る
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
。

先
受
渡
の
珠
期
さ
れ
る
詮
券
を
見
返
り
に
し
て
矯
さ
れ
る
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
。

p. 

m
v
o
H
H
m
p
H
O
K
p
m
m
t尚
昆

HW
ロ
台
足
。
ロ
o出
4
0
3
1
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
は
、
従
来
常
に
擁
護
の
立
場
を
持
品
、
と
れ
ら
の
宰
賓
り
性
を
否
定
し
て
来
た
の
で

あ
っ
売
が
、
後
述

ω図
。
の
三
八
ル
ー
ル
施
行
に
際
し
て
の
、
そ
の
オ
吋
ノ
ド
-
p
y
ツ
取
締
政
策
に
見
ら
れ
る
如
く
、
そ
の
最
近
の
態
度

は
、
必
ず
し
も
従
前
通
り
と
は
受
取
れ
た
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
自
の
の
方
一
は
、

b
・(わ・

d
だ
け
を
取
締
規
定
、
よ
り
除
外
し
、

a
の
み
は
と
れ
を
虞
正
た
る
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
と
し
て
取
扱
う
と
と
に
た
づ
て
い
る
の
で
あ
‘
る
。

メ

P

と
の
四
者
に
謝
し
、

11 
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正
¥戸周〆

畑〆

争 、
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特
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
た
い
か
ら
、
ペ
エ
ア
は
適
宜
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
意
思
表
示
品
屯
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

シ
ョ

I
F
・
セ
イ
ル
の
注
文
に
、
詮
操
金
の
要
請
の
あ
る
こ
と
は
、

ロ
-
ン
グ
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
そ
の
種
類
に
は
、
仕
掛
け
詮
操

て
A
1
ヨ
1
ク
株
式
取
引
所
の
要
請

金合同同仙台
PHBDHM円
吉
)
と
、
持
積
詮
嬢
令
一

(g包
昇
。
回
目
訟
の
め

B
2
m
Z
)
の
ニ
別
が
数
え
ら
れ
る
。

額
に
つ
い
て
い
え
ば
(
知
己

0
2
3、
仕
掛
け
詮
接
金
に
お
い
て
は
、
嘗
初
の
帳
簿
残
五

O
O弗
、
持
績
詮
援
金
に
お
い
て
は
、
四
九
年

一
株
嘗
り
ニ
・
五

O
弗
、
ま
た
は
そ
の
市
僚
の
う
ち
、
何
れ
か
高
い
方
の

額
、
五
弗
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
株
嘗
り
五
弗
、
ま
た
は
そ
の
市
債
伊
三
O
V
N
の
う
ち
、
何
れ
か
高
い
方
の
額
、
と
い
う
数
字
が

見
え
て
.
い
る
。
た
お
、
五
一
年
一
月
十
八
日
護
教
の
連
邦
準
備
制
度
理
事
曾
規
定
(
知
己

0
3
は
、
一
般
に
こ
れ
を
市
債
の
七
五
ガ
と

し
て
い
る
。
と
と
に
市
僚
〔

g吋

BH同け
S
R
W
2
s
z
o
)
と
は
、
そ
の
日
の
責
付
手
取
金
の
こ
と
を
い
い
、
そ
の
後
の
分
は
、
そ
の
銘

柄
の
前
日
の
大
引
相
場
の
と
と
を
い
う
。

六
月
二
十
七
日
以
降
、
株
僚
五
弗
未
満
の
も
の
に
づ
い
て
は
、

借
用
株
(
げ
0
3
0
4
司
包
聞
け

8
5
を
以
て
す
る
引
渡
は
、
揖
念
の
考
察
の
と
と
ろ
で
す
で
に
ふ
れ
た
如
く
、

ω闘
の
側
の
理
解
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
有
つ
意
味
は
ち
が
う
と
し
て
も
、
投
機
的
シ
ョ
ー
ト
・
¥
セ
イ
ル
、

形
式
的
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
雨
者
に
共
通
ず
る
要
件
で
あ
る
の
で
あ
る
。
最
も
普
通
た
る
受
渡
期
日
係
件
、

シ
-
1
ト
・
セ
イ
ル
構
成
の
最
大
要
件
で
あ
り
、

レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
ウ
ェ
イ
に
よ

る
費
約
定
の
場
合
に
は
、
買
主
は
そ
の
銘
柄
の
株
歩
を
約
定
日
に
績
く
第
三
全
日
取
引
日
(
匹
。
け
匡
己
宮
口
ぴ
戸
田
凶
器
臼
田
監
可
同
OHFt司a

吉
m
B
o
g
H
O
)
の
、
清
算
事
務
締
切
一
時
間
、
午
後
二
時
十
五
日
九
ま
で
に
、
引
渡
さ
ね
ば
た
ら
た
い
。
す
た
わ
ち
、
と
う
し
た
引
渡
を
倍

用
株
を
以
て
す
る
の
が
、

シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
を
構
成
す
る
わ
け
で
あ
る
。

ブ
ロ
ー
カ
ー
は
シ
ョ
ー
ト
・
セ
ラ
ー
の
た
め
に
、
自
己
の
名
に
お
い
て
、
渡
株
の
借
入
を
配
意
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
株
の

13 
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メ
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カ
鐙
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場
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シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
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め源
る泉
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と 色
iJ宝々、一/
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RR橋
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叢

第
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理髪

ブ
ロ
ー
カ
ー
は
貸
株
希
望
者
の
内
意
を
あ
ら
か
じ
め
預
っ
て
い
る
と
と
が
あ
り
、
広
他
の
プ
ロ

1
ヵ
ー
に
求

ま
た
、
取
引
所
の
T

-
一
イ
・
デ
ス
ク
(
資
本
市
場
〉
に
至
り
そ
の
必
要
を
表
示
し
、
立
曾
中
及
び
後
に
お
い
て
、

そ
の
サ

I
グ
ィ
ス
を
利
用
す
る
と
こ
ろ
の
ロ
ー
ン
・
ク
ラ
ク
ド
い
貸
株
市
場
)
よ
り
、
と
れ
を
調
達
す
る
と
と
が
あ
る
0

4

ま
た
更
に

、
進
ん
で
は
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
仲
間
以
外
の
投
資
信
託
た
い
と
に
求
め
る
こ
と
も
あ
る
。
勿
論
、
株
不
足
の
甚
だ
し
い
と
き
に
は
、
繋
ぎ
貰
り
の

シ
ョ
ー
ト
・
セ
ラ
ー
は
、

つ
い
に
自
分
の
と
と
ろ
か
ら
、
持
株
を
借
り
る
こ
と
に
も
た
る
が
、
し
か
も
、
こ
の
相
場
合
で
も
、
そ
の
形
式
は

賓
弾
買
り
の
形
式
に
費
っ
て
行
く
の
で
は
な
く
ブ
シ
曽

1
ト
・
セ
イ
ル
の
形
式
は
、
あ
く
ま
で
臨
時
さ
れ
、
依
然
そ
れ
は
借
用
株
に
よ
る
受

渡
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
お
、

y
」
う
し
て
も
借
株
不
能
の
節
は
、
プ
ロ

I
ヵ
ー
は
買
方
の
承
認
を
得
て
フ
ェ
イ
ル

(
Z
P口

け

0
2
5
す
る
こ
と
に
お
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
自
身
の
手
持
株
の
貸
付
は
、

貸
借
取
引
を
構
成
し
た
い
と
の
設
が
お
も
。

一
種
の
代
理
人
に
よ
る
介
入
の
問
題
を
生
じ
、
正
営
た
株

貸
株
に
鹿
ず
る
者
の
あ
る
理
由
は
簡
阜
で
あ
る
。
貸
株
者
段
、
と
れ
に
封
し
て
捨
保
と
し
て
市
億
一
ば
い
の
現
金
の
供
輿
を
得
、
そ
の

利
子
段
、

コ
ー
ル
・
ロ

1
ン
並
み
の
低
率
で
す
ま
す
と
左
が
出
来
、
相
場
合
に
よ
っ
て
は
無
利
子
で
も
よ
く
、
更
に
場
合
に
よ
っ
て
は
プ
レ

ミ
ア
ム
さ
え
稼
ぎ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
彼
が
株
を
捨
保
と
す
る
銀
行
融
資
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
市
債
一
ば
い
り
融
資
を
受
け
る
こ

と
は
勿
論
不
可
能
で
あ
り
、
そ
、
の
上
勿
論
利
子
を
携
わ
た
く
て
は
訟
ら
た
い
。
と
う
し
た
と
と
を
彼
は
十
分
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た

お
、
借
株
者
は
、
右
に
要
す
る
現
金
は
、
借
株
の
引
渡
し
に
よ
る
代
金
を
以
で
ま
か
た
う
と
と
が
出
来
る
の
で
、
と
れ
を
負
婚
と
思
う
と

と
位
た
い
は
ず
で
あ
る
。

受
渡
用
株
の
貸
借
よ
の
保
件
ー
に
は
、
大
別
次
の
三
種
が
敷
え
ら
ん
ー
か
。
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コ
ー
ル
・
レ
イ
干
も
の
。
す
な
わ
ち
、
借
株
す
る
側
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
、
、
そ
の
株
の
市
僚
だ
け
の
現
金
を
貸
株
者

コ
ー
ル
・
レ
イ
F
並
み
の
利
率
を
梯
う
も
の
。

-
1
3
0
E
J
g
z
z
g
y
Eけ

に
差
入
れ
、
貸
株
者
は
こ
の
預
託
に
謝
し
て
、

、

5
0
Z
P
H
a
o
o回
目

OH・
!
l一
九
二
九
年
頃
ま
で
の
一
一
般
慣
行
に
見
ら
れ
た
僚
件
で
あ
る
。

無
利
子
も
の
。
倍
株
者
は
株
の
市
債
だ
け
現
金
を
預
託
す
る
の
み
で
、
別
段
に
プ
レ
手
ア
ム
は
掛
わ
な
い
。
貸
株

者
は
受
託
の
現
金
に
謝
し
て
利
子
を
掛
わ
た
い
。
二
九
年
以
降
、
特
に
最
近
四
九
年
、
五

O
年
の
一
一
般
慣
行
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま

食、a. 
。
世
泊
、
司

HHH什・

た、ロ
σ宮
司
mwHOhw
同
β
宕
o
p
d
H
H
w
g岱
司

S
F
d司
g
g
E
C邑
OHH
もた

E
に
つ
い
て
は
、
慣
習
的
に
、
シ
ョ
ー
ト
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト

の
大
小
に
拘
わ
ら
ず
、
と
の
保
件
が
行
わ
れ
て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
も
の
。
株
不
足
の
甚
だ
し
い
際
は
、
貸
株
者
は
、
受
託
の
現
金
に
謝
し
て
利
子
を
梯
わ
な
い

の
み
た
ら
ず
、
更
に
、
プ
レ
ミ
マ
ハ
ム
(
品
貸
料
)
を
、
借
株
者
か
ら
徴
す
る
之
と
が
出
来
る
。
そ
の
額
は
現
在
で
は
、

c.> 

t> 
"" 

】

M
H
o
s
z
s・

P 

一
日
百
株
に
づ
き
、

一
五
、
ニ

O
、
(
以
下
一

O
の
倍
数
)
弗
と
定
め
ら
れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
る
。
(
H
W

己
O

N

Mふ
〉

株
の
貸
借
に
あ
た
っ
て
は
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
主
役
を
演
ず
る
わ
け
で
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
こ
れ
に
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
ラ

I
の
代
理
人
と
し

--、
a

晶、-‘司、」、、

-

F

ノ

一O
、

て
蛍
ら
ず
、
本
人
と
し
て
関
係
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
故
か
、
右
の
貸
株
者
や
ら
入
る
利
子
た
ど
も
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
と
れ
を
‘
全
部
乃

至
字
分
着
服
す
る
。
そ
の
説
明
は
、
特
別
の
責
任
負
婚
に
基
く
特
別
手
数
料
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
他
方
で
は
ま
た
、
貸
株
者
の
受
取
る

ベ
き
配
嘗
を
、
彼
が
貸
株
者
に
立
替
携
し
た
場
合
は
、
彼
は
そ
の
補
償
を
シ
ョ
ー
ト
・
セ
ラ
ー
に
要
請
す
る
の
で
あ
る
。
と

a

の
賄
、
借
入

れ
の
株
は
、
貸
株
者
の
譲
渡
白
地
裏
書
を
得
て
お
り
、
そ
の
受
渡
に
よ
っ
て
、
株
主
名
簿
上
の
書
換
が
み
ら
れ
る
に
至
る
の
で
、
貸
株
者

の
受
取
る
ベ
か
り
し
配
嘗
は
、
借
株
者
側
が
こ
れ
を
補
償
す
べ
き
と
と
に
た
れ

J

て
い
る
の
で
あ
る
。
た
お
、
清
算
所
の
取
扱
は
、
全
然
貸

15 
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橋

論

叢

株
の
性
質
を
無
腕
し
て
行
わ
れ
る
が
、
し
か
も
嘗
事
者
聞
の
こ
と
は
、
貸
株
の
契
約
に
基
い
て
、
あ
く
ま
で
貸
株
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
の

第
三
十
品
位

第
一
一
援

で
、
と
う
し
た
配
蛍
の
問
題
が
ひ
づ
か
か
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

シ
曹
I
ト
・
セ
ラ
ー
は
、
先
見
が
的
中
し
、
株
債
の
下
落
す
る
を
見
て
、
市
場
に
モ
れ
を
カ
グ
ァ
ー
す
る
。
す
た
わ
ち
、
買
埋
め
、
乃

至

ハ
タ
埋
め
を
す
る
。
シ
ョ
ー
ト
・
セ
ラ
ー
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
、
先
に
貸
株
者
側
に
入
れ
て
お
い
た
資
金
を
得
て
株
の
引
取
り
を
し
、

と
れ
を
以
て
株
の
返
溝
手
績
を
す
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
の
支
梯
や
、
配
管
の
補
償
も
、
こ
の
と
き
行
わ
れ
る
。
し
か
も
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
ラ

ー
は
、
配
蛍
落
債
格
に
よ
る
買
埋
め
で
債
格
差
を
利
し
て
い
る
か
ら
、
と
の
補
償
の
負
捨
は
貫
質
的
で
は
た
い
の
で
あ
る
。
貸
株
者
側
の

利
子
も
こ
の
と
き
支
梯
わ
れ
る
。
4

ん
も
、
プ
レ
ミ
ア
ム
、
利
子
は
、
貸
株
期
間
の
長
く
た
る
と
き
は
、
月
毎
に
一
同
は
必
ず
計
算
さ
れ
支

掛
わ
れ
る
。

(
同
叫
)
回
目
。

σ口
。
♂
。
唱
-
a
f
H
M
-
N
O
N
-

-u回

OHUCMM・ロ即時一・凶同
MMM-uw
。m1l叫・

。∞
)
F
O
B
E
C刷
y

a

f

3
・

N
$
1
1
8・

(
H
3
F
O
B
F
C
H
M
-
a
?
"
旬

-
N
∞ω・

ハN
C
F
O
B
Z
D
M
V
-
a
f
宅
-
N∞十
i
m・
政

F

E

口
。
然
海
同

V
R
F
u
r蹴
獄
G
W
V
蛍
u
q伸
附

S
F

凶
弘
F
山

moo-v-

(NO)
回目。，

口町酔・・句】

V
-
H吋

ωleu-

、、ぜ

車

冒
頭
の
項
で
取
扱
っ
た
様
に
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
は
、
詮
多
市
場
の
塵
史
、

い
た
、
人
聞
の
投
機
な
る
行
矯
の
握
史
と
、
そ
θ
歩
み

を
共
に
し
て
来
た
も
の
で
あ
り
、

と
れ
が
取
締
も
ま
た
、
と
れ
と
並
ん
で
古
い
歴
史
を
有
つ
も
の
で
あ
る
。
閉
じ
項
で
述
べ
た
こ
れ
ら
取

締
政
策
の
歴
史
を
按
ず
る
に
、
大
韓
、
シ
曽
1
ト
・
セ
イ
ル
の
経
構
的
機
能
、
乃
至
、
技
術
的
仕
法
の
認
識
を
浅
く
し
、
護
接
的
、
規
範

、、 ， 

~// 

、.

〆d

も 二乙ー

句骨

g聡

-d 

iよ

.， 
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目、

的
な
る
意
識
を
強
く
し
て
い
た
、
初
期
の
時
代
に
お
い
て
は
、
そ
の
取
締
が
一
般
に
腰
格
の
方
向
を
と
り
、
後
に
賓
際
的
考
慮
の
導
入
と

共
に
、
こ
れ
が
漸
失
、
或
は
緩
和
さ
れ
或
は
宰
文
化
さ
れ
て
、
行
っ
た
様
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
再
び
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
取
締
問
題
が
取
上
げ
ら
れ
る
に
至
づ
た
の
は
、
賓
に
、

一
九
二
九
年
の
ガ
ラ
、
乃

至
そ
れ
に
積
く
不
況
の
機
縁
に
ま
る
も
の
で
あ
る
。
・
本
項
に
お
い
て
は
、
以
下
、
こ
う
し
た
一
連
の
ネ
オ
・
ア
ン
テ
ィ
・
シ
ョ
ー
ト
・
セ

〈
沼
)

イ
ル
・
レ
ヂ
ス
レ
イ
シ
司
ン
ズ
を
、
主
と
し
て
レ
ッ
フ
ラ
I
教
授
に
依
捺
し
て
、
紹
介
し
て
見
た
い
の
で
あ
る
。

ニ

且

T
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
に
は
、

1. 

一
九
一
三
年
以
前
に
も
、

シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
制
約
の
規
定

一
九
三
一
年
の
取
締
規
定

ば
見
え
た
。
そ
の
内
容
は
、
市
場
を
温
喪
混
凱

2
0
5
2丘
町
由
民
O
ロ
)
に
導
く
如
き
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
否
定
に
あ
っ
売
。
す
た
わ
ち
、

メ
ム
パ
ー
は
、
自
分
の
矯
め
に
も
他
人
の
矯
め
に
も
、
ち
フ
し
た
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
を
矯
す
べ
か
ら
ざ
る
と
と
に
た
う
て
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
賓
際
上
は
、
こ
う
し
た
規
定
も
シ
ョ
・
I
F
・
セ
イ
ル
の
統
制
に
は
、
あ
ま
り
役
立
た
も
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

、
-
一
一
一
年
に
た
っ
て
、
取
引
所
は
す
べ
て
の
寅
注
文
に
寸
ロ
ン
グ
」
か
「
シ
曹

I
F
」
か
を
マ
ー
ク
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
い
う
ま
で
も

念
く
、
と
れ
に
主
っ
て
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
数
量
左
源
泉
と
を
把
握
し
‘
ょ
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
果
し
て
こ
れ
が
シ
冒

1
ト
・
セ
ラ

ー
の
心
臓
を
寒
か
ら
し
め
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
甚
だ
疑
問
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
と
れ
を
契
機
と
し
て
、
プ

P
I
ヵ
ー
ら

が

、

¥

直

前

債

格

?

?

。

5
2
2
S
H
O
Eり
下
廻
る
阜
を
以
て
す
る
こ

I
F
・
セ
イ
ル
、
ー
と
れ
こ
そ
市
雪
量

混
蹴
に
導
く
も
の
と
考
え
ら
れ
た

1
!と
う
し
た
も
の
を
担
否
す
る
憤
習
を
つ
く
り
出
し
た
と
と
は
、
注
目
に
値
い
す
る
の
で
あ
る
。

2. 

一
九
三
四
年
の
取
締
法
規

と
の
年
、
例
の
詮
朱
取
引
所
法

(
m
w
o
g
H
片
付
由
。
出
回
一
同
岳
g
m
O
K
F
O
件。同

3
2
)
が
制
定
さ
れ
た
が
、

---

そ
の
う
ち
に
は
、
し
か
し
、
シ
司

I
F
・
セ
イ
ル
の
巌
止
乃
至
取
締
に
闘
す
る
、

一
般
的
乃
室
直
接
的
た
る
保
項
除
、
挿
入
さ
れ
た
か
っ

17 
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橋

論

叢

第
三
十
品
位

第
一
一
扱

18. 

た
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
に
は
、
こ
れ
'
ら
に
開
設
せ
る
僚
項
は
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
第
七
僚
は
、
詮
操
金
額
の
決
定
濯
を
蓮
邦
準
備

切
闘
の
に
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
取
締
規
定
制
定
濯
を
興
え
て
い
る
。
更
に
第
一
六
僚
は
、
取
締
役

制
度
理
事
舎
に
興
ぇ
、
第
一

O
僚
は
、

乃
至
役
員
、

一
O
V
N
を
超
ゆ
る
大
株
主
の
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
を
禁
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

3. 

一
九
三
五
年
の
取
締
規
定

こ
の
年
)
取
引
所
は

ω固
め
の
示
唆
に
よ
り
、
ー
に
の
ベ
た
如
き
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
聞
の
非
公
式
コ

ー
ド
を
公
認
法
規
化
し
た
の
で
あ
る
。
日
く
、
「
メ
ム
パ
ー
は
何
人
も
、
本
取
引
所
に
お
い
て
、
本
取
引
所
の
便
盆
を
利
用
し
て
、
賓
買

単
位
量
に
た
っ
て
い
る
あ
る
詮
鮮
を
、
本
取
引
所
に
お
け
る
そ
の
護
家
の
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
ウ
ェ
イ
直
前
債
格
を
下
廻
る
債
格
を
以
て
、

{
会
賓
り
し
て
は
な
ら
た
い
、
」
と
。
と
れ
に
よ
っ
で
、
た
る
ほ
い
と
、
下
向
市
場
時
に
お
け
る
シ
ョ

I
F
・
セ
イ
ル
の
追
っ
か
け
責
り
は
と

E
め
得
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
逃
げ
道
は
時
略
さ
れ
て
お
り
、
過
剰
一
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
と
と
は
、

た
お
こ
れ
を
防
ぎ
得
べ
く
も
た

か
づ
た
様
で
あ
る
。

4. 

一
九
三
八
年
の
取
締
法
規

つ
い
に
三
八
年
二

一
一
一
七
年
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
盛
行
、
こ
れ
に
従
う
そ
の
調
査
は
、

月
八
日
附
、

ω闘
の
の
ル
ー
ル

M
I
Eい
l
H
等
を
も
ち
来
ら
す
こ
と
に
た
っ
た
。
と
れ
に
よ
れ
ば
、
制
限
は
一
躍
し
て
、

ク
ェ
イ
直
前
債
格
と
、
同
一
ま
た
は
こ
れ
を
下
廻
る
債
格
を
以
て
す
る
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
は
、
い
け
た
い
と
と
に
た
っ
て
し
ま
っ
た
の

ー
で
あ
る
。
よ
り
詳
し
く
は
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
は
杢
禁
で
は
た
く
、
出
来
る
の
で
は
あ
る
が
、
と
れ
を
や
ろ
う
と
思
え
ば
、
置
前
債
格

レ
ギ
ュ
ラ
ー
-

よ
り
少
た
く
と
も
1
一8
弗
高
く
し
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の
結
果
、
少
た
く
と
も
ラ
ワ
ン
ド
・
ロ
ッ
ッ
、
す

た
わ
ち
、
費
四
月
草
位
に
な
っ
て
い
る
株
の
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
は
、
念
減
を
見
せ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
オ
ッ
ド
・
官
ツ
ツ
の
方
に
逃
げ
口

が
出
来
て
お
り
、
そ
の
方
の
シ
冒

I

F
・
セ
イ
ル
は
念
噌
を
見
せ
た
。
乃
ち
、
取
引
所
は
更
に
、
オ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ツ
わ
ま
で
と
の
規
定
を

¥

i

i

 

〆
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持
制

ム事べ

¥時

延
ば
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
@

た
お
、
前
記
三
一
年
の
取
引
所
規
定
、
「
ロ
ン
グ
」
、
又
は
、
「
シ
冒

T
ト
」
明
示
の
こ
と
は
、
コ
一
八
年
の
法
規
に
て
更
に
確
認
さ
れ
た
。

そ
し
て
、

ィ
.
株
が
す
で
に
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
引
渡
さ
れ
て
い
る
か
、

ロ
.
ま
だ
手
持
に
た
っ
て
い
て
も
、
絵
計
の
不
便
、
経
費
無
く
し
て
、

出
来
る
だ
け
早
く
引
渡
さ
れ
得
る
か
、
の
ど
ち
ら
か
で
た
い
限
り
、
「
ロ
ン
グ
」
と
書
く
こ
と
は
い
け
た
い
・
と
さ
れ
た
。

5. 

一
九
三
九
年
の
取
締
法
規

と
れ
が
印
刷
の
に
よ
り
採
捧

そ
の
後
、
場
内
子
績
委
員
舎
に
よ
る
三
八
ル
ー
ル
改
正
案
が
成
り
、

さ
れ
、
公
布
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
が
、
と
の
三
九
ル
ー
ル
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
改
正

M
1
5
p
l
H
の

a
項
に
よ
れ
ば
、
シ
ョ
ー
ト
・

セ
イ
ル
の
債
格
は
、
直
前
債
格
を
下
廻
る
場
合
は
、
依
然
禦
止
さ
れ
て
い
る
が
、
株
債
が
上
向
い
て
い
る
と
き
、
す
た
わ
ち
、
直
前
債
格

が
そ
の
も
う
三
前
の
債
格
よ
り
高
く
た
っ
て
来
て
い
る
と
き
、
ー
プ
ラ
ス
・
テ
ィ
ッ
ク
と
遇
稿
さ
れ
る
。
ー
ー
と
う
し
た
と
き
に
世
、

そ
の
債
格
は
直
前
債
格
と
同
債
格
宅
、
ょ
い
と
と
に
た
っ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
、
株
債
が
下
向
い
て
い
る
と
き
、
す
た
わ
ち
、
直
前
債
格
が

そ
の
も
う
一
つ
前
の
債
格
よ
り
低
く
た
づ
て
来
て
い
る
と
き
|
|
マ
イ
ナ
ス
・
テ
ィ
ッ
ク
と
温
帯
さ
れ
る
。
ー
ー
と
う
し
た
と
き
に
は
、

三
八
ル
ー
ル
同
様
、
直
前
債
格
よ
り
1
一8
弗
だ
け
高
い
債
格
で
た
く
て
は
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
が
許
さ
れ
た
い
。
ま
も
ん
、
直
前
債
格
が

そ
の
も
う
一
つ
前
の
債
格
と
同
一
で
あ
る
が
、
更
に
そ
の
前
の
と
比
べ
れ
ば
高
く
た
っ
て
来
て
い
る
と
き
、
ー
l
iゼ
ロ
・
プ
ラ
ス
・
テ
4

y
ク
と
遇
措
情
さ
れ
る
。
ー

lEJし
た
と
争
に
は
、
プ
ラ
ス
・
テ
ィ
ッ
ク
の
場
合
と
同
様
、
直
前
債
格
と
同
債
格
で
よ
い
の
で
あ
る
。
す

べ
て
に
わ
た
り
、
配
営
落
の
揚
合
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
下
落
し
た
分
は
、
ノ
ワ
・
カ
ク
ン
ト
に
さ
、
れ
て
、
直
前
債
格
左
比
較
さ
れ
る
の
で、

， 

あ
る
。た

お
、
そ
の
後
の
改
正
段
、
末
節
の
部
分
に
隈
ら
れ
て
い
る
の
で
、

19 

わ
た
く
し
ら
は
、
と
の
一
九
三
九
ル
ー
ル
を
以
て
、
賃
貸
的
た
る

ア
メ
リ
カ
澄
券
市
場
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル



一

橋

論

叢

第
一
披

現
行
規
定
と
解
し
て
、
差
支
え
た
い
と
と
に
た
づ
て
い
る
.

第
一
↓
?
?
令

ハN
N
)
H
L
O
出
2
・O
M
M
-
a
f
同

M
M
V
-
S
H
l
h
F
・

h 

" 

六

上
記
の
如
く
、

一
九
二
九
年
の
ガ
ラ
、
乃
至
そ
れ
に
績
く
不
況
時
代
は
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
可
否
論
争
を
盛
ん
た
ら
し
め
、
そ
の

費
態
調
査
を
促
が
し
、
こ
れ
に
横
く
一
蓮
の
ネ
オ
・
ア
ン
テ
ィ
・
シ
ョ
;
・
セ
イ
ル
・
レ
デ
ス
レ
イ
シ
ョ
ウ
ズ
を
招
来
す
る
に

j
わ
た
。

先
ず
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
可
杏
論
に
お
け
る
、
雨
者
の
主
張
す
る
と
と
ろ
の
主
た
る
も
の
を
拾
っ
て
見
れ
ば
、
衣
の
如
く
で
あ
る
。

1. A 

シ
冒
1
ト
・
セ
イ
ル
肯
定
論

一
般
取
引
に
て
す
で
に
容
認
さ
れ
て
い
る
或
る
取
引
仕
苧
Jr、

一
方
に
て
容
認
さ
れ
て
い
る
以
上
、
取
引
所
に
で
も
容
認
さ
る
べ
き
で
あ

類
似
駐
主
張
論

(Cossoap--PSHoqkraロ
8
8
C

シ

J
I
F
-
-
ィ
ル
の
仕
法
と
の
聞
に
は
、
類
似
離
が
あ
句
、

一J
F
F

る
と
す
る
説
。
ミ

1
カ
ー
た
ど
も
曾
て
は
、
農
産
物
の
先
物
資
り
、
新
聞
一
砿
に
主
る
未
来
の
事
件
の
報
道
契
約
等
は
、
い
ず
れ
も
将
来
の

λ
手
確
信
の
上
に
行
わ
れ
る
が
、
株
式
の
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
も
同
様
、
と
説
い
た
の
で
あ
約
。
ヒ
ュ

I
プ
ナ

1
教
授
は
、
物
産
取
引
所
作

お
け
る
、
先
物
責
り
、
繋
ぎ
賓
り
を
支
持
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
暗
に
、
株
式
取
引
所
に
お
け
る
シ
g
I
F
・
セ
イ
ル
を
支
持
し
て
い
針
。

或
る
論
者
の
類
似
例
列
拳
の
う
ち
に
は
、
行
き
過
ぎ
の
も
の
も
見
え
る
が
、
少
な
く
と
も
ダ
イ
ス
教
授
ら
の
奉
げ
て
い
る
、
未
護
行
株
の

シ
曹

I
J
セ
イ
ル
の
例
た
い
心
出
、
十
分
に
そ
の
類
似
黙
を
主
張
し
得
る
様
に
見
え
る
。

2

.
債
格
抑
制
論
(
町
民

g
m
g
R包
砕
い
お
ロ
B
O己
)

シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
は
、
不
官
た
る
債
絡
に
由
貿
向
い
、
軽
油
開
の
正
常
蹴
態

~ß.~ 
:却

tw 

計二是 J 、
‘、..，.

e' 

~~ 

r 
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場

、"i:

ペョ‘

弘、
¥、

の
維
持
に
力
め
、
楽
天
的
貿
方
に
反
省
の
機
舎
を
典
え
る
と
ナ
る
説
。
ミ
ー
ヵ
ー
は
、
土
地
プ

1
ム
が
株
式
プ

I
ム
よ
り
巳
ド
イ
の
は
、

土
地
の
責
買
に
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
が
あ
り
得
な
い
か
ら
だ
と
も
説
く
。

3 

シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
は
ハ
タ
埋
め
に
よ
り
、

地
階
ま
で
落
ち
て
行
く

債
格
ク
ッ
シ
ョ
ン
読

Q
H
W
O
C
S
E
O回
サ

HHOoq)

債
格
を
喰
い
止
め
、
債
格
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
輿
え
る
と
す
る
説
。
こ
の
勲
、

ヒ
ュ

1
プ
ナ

1
教
授
は
、
パ
ニ
ッ
ク
に
ま
る
投
げ
相
場
の
と

川
一
回
〉

き
、
シ
冒

l
F
・
セ
ラ
!
と
そ
、
市
場
の
最
善
の
友

(HEHZ什
抽
出
ぴ

σ
白
け
州
立
。
凶
AO
と
な
る
と
設
く
。
ミ

i
ヵ
ー
そ
の
他
の
支
持
論
者
は
、

と
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
設
を
、
支
持
論
阜
の
最
も
有
力
た
る
も
の
と
し
て
い
る
様
で
あ
る
。

4 

シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
は
、
不
営
た
高
債
に
責
向
い
、
不
営
た
低
債
に
買

債
格
安
定
設
(
甲
山
口
σ
ω
g
E
H山
目
立
。
HH
斗
討
。
。
与
)

い
埋
め
の
出
動
を
し
、
債
格
仁
、
そ
の
基
礎
的
保
件
の
下
に
正
賞
化
さ
h

い
た
あ
る
隅
の
う
ち
に
お
く
と
す
る
説
。
ヒ
ュ
I
プ
ナ

1
教
授
は
、

シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
を
以
て
、
債
格
安
定
に
資
す
る
有
数
た
一
要
因
、
極
端
た
動
き
を
防
止
す
る
安
定
力
で
あ
る
と
す
る
。
た
お
、
同
教

授
が
、
債
格
の
費
動
は
、
結
局
は
、
経
梼
的
事
情
を
反
映
し
て
起
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
如
何
な
る
形
で
起
る
か
が
問
題
で
あ
り
、
例
え

シ
ョ
ー
ト
・
セ
ラ
ー
が
先
見
に
よ
り
、
こ
れ
を
だ
ん
だ
ん
に
買
っ
て
お
れ
ば
、
|
|
割
引
機
能
説
(
宮
田

gβ
民
吉
m

MYHHE日

O
H
M
-
3
0
0
q
)
l
l念
落
は
漸
落
に
獲
る
敷
果
が
あ
る
と
、
設
い
て
い
る
と
と
ろ
は
注
目
に
値
い
す
る
。

5

中
和
カ
説
(
の
oβ
目

g
s
a
o
H
H
寸
宮
0
4
)

詮
操
金
に
よ
る
買
付
け
が
許
さ
れ
る
限
り
、
乙
れ
を
も
許
し
-v

そ
の
影
響
を
中
和

さ
せ
る
ゆ
が
至
嘗
で
あ
る
と
す
る
説
。
屋
根
を
突
き
抜
け
る
様
た
相
場
高
は
、
市
場
に
も
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
も
、
投
資
家
に
も
、
ひ
い
て

ぽ
下
降
の
場
合
、

は
囲
民
経
構
に
も
有
害
で
あ
る
が
、
相
場
の
上
げ
を
歓
迎
す
る
の
が
人
情
で
、

い
つ
も
プ
ル
は
ぺ
エ
ア
の
二
、
三
十
倍
に
上
る
。
と
う
し

Zl 

た
プ
ル
の
勢
力
に
劃
抗
し
得
る
の
は
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
ラ
ー
の
み
で
あ
る
と
い
・
う
の
で
あ
る
。

ア
メ

E
カ
陸
修
市
場
K
お
け
る
シ
ョ
ー
ト
・
セ
ヰ
舟
一

21 
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6 

ノ
一

橋

論

叢

市
場
糟
績
性
論
ハ
匡
笹
井
E
C
O
草山

HE許可
K
戸
時
間
回
目

g
c

シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
が
あ
っ
て
と
そ
、
買
方
も
相
手
を
見
出
ち
得

第
一
一
一
十
念

第
一
一
読

る
と
し
、
そ
の
無
き
場
合
の
市
場
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
減
殺
を
憂
う
る
説
。
こ
の
賄
に
つ
き
、
ヒ
ュ

I
プ
ナ

I
教
授
は
、

シ
萄

I
F
・
セ

イ
ル
こ
そ
、
郎
感
性
と
櫨
績
性
を
有
門

J

市
場
を
つ
く
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
費
買
の
機
舎
を
豊
富
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
場
を
そ

の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
市
場
化
よ
り
解
放
す
る
も
の
で
あ
る
ξ
ち
。
ま
た
、
プ
ル
ミ
エ
ア
の
雨
雲
併
存
し
て
と
そ
、
名
に
値
い
す
る
組

〈紅
V

織
的
市
場

(
O
H
m
s仲
間
島

E
件
。
C
が
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
。

B 

シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
否
定
論

1 

不
僚
理
説
(
H
H
U
住
江

gmwow)
乃
至
不
道
徳
説
(
民

o
s
-
-
w
d匂
吋
。
回
∞
一
)

無
所
有
の
も
の
を
有
る
が
如
く
見
せ
て
費
る
こ
と
、

候
想
供
給
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
う
し
た
と
と
自
瞳
が
、
不
保
理
、
不
道
徳
で
あ
る
と
す
る
説
。
曾
て
、
金
ね
も
家
も
無
い
の
が
月
賦
の
自

動
車
を
乗
り
廻
ナ
と
い
っ
て
非
難
す
る
論
が
行
わ
れ
た
と
と
が
あ
る
が
、
そ
の
と
き
の
論
擦
も
と
れ
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

。，“

費
方
誘
護
説
(
官
含

g
s
gけ

Emu--)

シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
は
市
場
の
空
気
を
害
し
、
買
方
を
お
そ
れ
さ
せ
、
責
気
分
を

〆
ひ
ろ
め
る
と
す
る
説
。
例
え
ば
、
市
場
に
買
方
の
現
わ
れ
た
と
き
、

ロ
ン
グ
の
賓
方
が
現
わ
れ
る
前
に
、
シ
ョ
ー
ト
の
寅
方
が
現
わ
れ
る

と
、
買
方
側
に
不
安
が
生
じ
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
が
生
ず
る
。
市
場
の
気
分
が
み
だ
さ
れ
、

返
れ
に
よ
り
更
に
ロ
ン
グ
の
責
り
が
誘
聾
さ
れ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。

3 

下

語
建
設
〆「

ほ
10 
ト-合
同品。
〉

3 
0 
炉t
10 
M-。
凶

ドヨ
ロ・
0 
0 
吋

司、J

シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
は
不
況
時
の
下
落
に
ヲ
を
か
け
る
も
の
と
ナ
る

説
。
平
時
の
サ

1
グ
ィ
ス
は
あ
る
と
し
て
も
、
下
落
時
に
お
け
る
加
速
度
性
費
揮
は
、
こ
れ
を
帳
消
し
に
し
た
上
、
更
に
マ
イ
ナ
ス
に
す

る
も
の
だ
と
説
く
。
.
プ
ロ
ー
ブ
・
ツ
レ
イ
グ
ー
が
、
と
の
関
連
に
お
い
て
特
に
糾
弾
さ
れ
る
。
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
比
率
は
、
金
取
引

-

，--市』

. 
r 

v 

、『骨

4r 
、~

av 

，
 

a
 

i
/
 

心

¥ 
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" 

民
崎、

¥ 

ま

〆

の
わ
ず
か
五
婦
に
ナ
ぎ
ず
、
九
五
掃
に
上
る
資
本
家
や
、
大
衆
の
費
り
が
、
貴
は
下
落
に
つ
い
て
責
任
が
あ
る
の
だ
と
説
く
肯
定
論
に
封

し
、
そ
の
五
M
N
が
大
き
た
影
響
カ
を
護
揮
す
る
の
だ
と
い
う
の
が
と
の
否
定
論
で
あ
る
。

4

、
不
況
論
(
ロ
σ官
。
白
書
》
凶
吟
F
O
O
H
W
)

シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
は
債
格
を
下
落
せ
し
め
、
長
期
不
況
の
主
要
原
園
を
成
す
と
す
る

一
般
経
構
情
勢
の
反
映
に
す
ぎ
ず
と
設
き
、
ま
た
、
楽
天
家
の
買
過
ぎ
の

F
ガ
メ
で
あ
る
と
設

説
。
肯
定
論
者
が
、
下
落
乃
至
不
況
は
、

く
に
封
し
、
こ
の
否
定
論
は
、
値
下
り
、
不
況
で
儲
け
た
い
輩
の
シ
ョ

1
F
・
セ
イ
ル
が
、
こ
れ
を
も
た
ら
す
の
だ
と
説
く
の
で
あ
る
。

キ
+
ッ
バ

1
上
院
議
員
た
ど
は
、
と
う
し
た
否
定
論
を
唱
え
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
を
以
て
、
現
代
最
大
商
業
悪
の
一
つ
で
あ
る
'
と
し
て

(
鎗
)

い
る
。5 

買
崩
し
論
(
岡
市
出
吋
何
色
島
一
目
的
〉

寅
崩
し
に
志
向
す
る
シ
省

1
ト
・
セ
イ
ル
は
、
癖
麓
の
能
地
無
し
と
す
る
説
。
と
の
結
、
し

一
つ
の
問
題
と
た
る
様
で
あ
る
。

か
し
、
と
う
し
た
買
崩
し
が
、
正
嘗
た
る
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
う
ち
に
教
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、

倣
え
ば
、
最
も
強
力
た
る
肯
定
論
者
の
一
人
ホ
イ
ッ
ト
ュ
イ
た

E
は
、
と
う
し
た
賓
崩
し
は
乙
れ
を
購
護
せ
ず
、
と
う
し
た
行
矯
は
、
彼

の
謂
う
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
う
ち
に
は
、
含
ま
れ
な
い
と
い
っ
て
い
る
有
様
で
あ
る
。

6 

賞
詮
論
(
臣
砕
け
O
比

gH
k
r
H閃

β
B
O
E
)

過
去
の
債
格
の
費
動
と
、
そ
の
際
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
貫
鵠
を
調
蚕
し

て
、
と
れ
を
非
難
す
る
も
の
。
例
主
ぽ
1

二
九
年
の
プ
1
ム
の
と
き
、
シ
了
I

ト
・
セ
イ
ル
は
こ
れ
に
費
向
っ
て
い
た
か
っ
た
。
そ
の
秋

の
下
蒋
時
に
あ
た
っ
て
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
は
と
れ
に
便
乗
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
牟
の
下
降
期
に
、

(
川
拍

ν

ロ
ス
の
立
場
た
ど
が
乙
れ
で
あ
る
。

シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
は
更
に
三

立
一
形
も
増
加
し
た
、
た
主
主
賓
詮
的
に
乙
れ
を
説
く
の
で
あ
る
。

23 

23 

思
う
に
、
シ
曹

I
ト
・
セ
イ
ル
論
争
に
し
て
、
最
も
わ
た
く
し
ら
の
註
目
を
引
い
た
の
一
は
、

ア
メ
ザ
品
目
極
圏
第
市
場
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル

一ュ

1
ヨ
I
h
y

株
式
取
引
所
綿
裁
ホ
イ
ッ



一
橋
輸
業
第
一
一
一
十
念

円
時
岬
》

、-一ュ

1
ヨ
I
J
V
市
鼎
護
士
バ
し
キ
ン
ス
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
ホ
イ
ツ
ー
:
一
イ
は
、

第
一
一
貌

/ 

ト
ニ
イ
、
封
、

一
九
コ
二
年
十
月
十
六
日
の
ハ
ー
ト
ブ

ォ
1
下
潰
設
、
同
十
二
月
十
五
日
の
シ
ラ
キ
ュ
1
ス
演
説
、
次
い
で
は
三
二
年
二
月
二
十
四
日
の
下
院
司
法
委
員
舎
詮
言
、
等
々
を
以
て
、

盛
ん
に
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
肯
定
論
を
唱
え
た
の
で
あ
の

J

売
。
と
れ
に
謝
し
、
バ

1
キ
ン
ス
は
、
=
二
年
十
月
-
十
六
日
の
ハ

I
ト
フ
ォ

I

24 

ド
演
説
、
三
二
年
二
月
十
七
日
及
、
が
二
十
七
日
の
下
院
司
法
委
員
曾
詮
言
、
等
々
を
以
て
、
そ
の
否
定
論
を
強
調
し
た
。
何
を
隠
そ
う
、

賓
は
、
着
稿
の
際
の
わ
た
く
し
の
意
園
は
、
本
稿
の
終
り
に
お
い
て
こ
の
論
争
を
取
扱
い
、
本
稿
の
山
と
す
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
る
に
、
稿
を
進
め
て
い
る
う
ち
に
、
途
中
で
、
書
き
た
い
こ
と
、
書
か
ね
ば
た
ら
ぬ
こ
と
が
津
山
出
て
来
て
、
ナ
で
に
こ
れ
ま
で
に
諜

定
の
紙
教
は
使
い
は
た
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の
論
争
を
割
愛
す
る
と
と
は
、
論
争
の
内
容
か
ら
い
っ
て
も
、
本
稿
の
構
成
か
ら

い
っ
て
も
、
残
念
至
極
た
共
第
で
あ
る
・
が
、
も
は
や
今
か
ら
で
は
、
紙
数
調
整
の
と
と
も
葺
束
無
い
の
で
、
と
の
論
争
の
分
だ
け
は
、
と

れ
を
共
の
機
舎
に
ゆ
ず
る
と
と
と
す
る
。
今
は
た
だ
、
本
稿
全
睡
が
よ
き
プ
レ

u
m
?
l
F
'と
た
り
、

わ
た
く
し
の
次
の
機
舎
の
そ
の
取
扱

に
、
あ
ら
か
じ
め
の
遣
を
聞
く
も
の
と
た
れ
ば
と
、
患
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
功
罪
を
論
ず
る
者
が
、
と
も
す
れ
ば
自
設
の
主
張
に
念
に
し
て
、
自
家
に
有
利
な
る
事
賓
の
み
手

嘗
り
失
第
に
拾
い
上
げ
て
来
る
と
と
は
、
指
摘
さ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
と
と
ろ
で
あ
る
。
お
互
い
が
相
手
の
取
上
げ
る
事
貫
を
無
視
し
て
い
て

は
、
ど
と
ま
で
行
つ
で
も
、
論
争
の
た
め
の
同
一
の
場
所
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
肯
定
論
者
が
、
鞘
取
り
シ
ョ
ー
ト
・
セ

イ
ル
を
引
例
し
て
、
そ
の
設
を
主
張
し
、
責
崩
し
シ
ア
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
と
と
に
耳
を
蔽
い
‘
否
定
論
者
が
、
賀
誠
し
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ

ル
を
引
例
し
て
、
そ
の
設
を
主
張
し
、
鞘
取
り
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
と
と
に
耳
目
を
か
き
-
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
う
い
う
と
と
に
な

る
か
。
お
互
い
が
同
一
事
象
を
捉
え
て
、
客
観
的
た
る
剣
断
を
試
み
る
べ
き
機
曾
を
失
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
論
争
は
果
て
る
と
と
ろ
を
知

"" -

~、

ド
ト
;
ド

r
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ら
な
い
の
で
あ
る
。

わ
た
く
し
ら
が
功
罪
論
を
取
扱
う
場
合
に
は
、
先
ず
シ
ア
ー
ト
・
セ
イ
ル
の
種
類
を
按
じ
、
同
一
種
類
の
シ
曹

1
ト
・
セ
イ
ル

故
に
、

を
艶
象
と
し
て
捉
え
、
三
れ
に
謝
す
る
雨
論
を
勘
案
す
る
と
と
に
、

し
な
け
れ
ば
定
ら
た
い
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
前
段
第
三
項
に
て
試
み
た
る
分
類
比
し
た
が
い
、
こ
れ
を
見
る
に
、
大
瞳
論
争
は
、
甲
の
投
機
的
シ
司

1
ト
・
セ
イ
ル
に

集
中
さ
れ
た
る
傾
き
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
で
も
最
も
論
議
せ
ら
れ
た
の
は
、
高
位
置
に
あ
る
債
格
に
賓
向
う
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
で
あ
る
。

そ
れ
が
不
営
に
高
債
た
る
を
見
て
責
向
い
、
そ
れ
が
不
雷
に
低
僚
と
た
り
、

一
般
の
ロ
ン
グ
が
ち
ゅ
う
ち
k

し
て
い
る
と
き
、

ハ
タ
埋
め

肯
定
論
者
の
立
場
を
と
り
、

と
れ
に
つ
き

ロ
ス
ら
が
、
否
定
論
者
の
立
場
を
と
る
。
理
論
の
筋
に
お
い
て
は
、
前
者
に
軍
配
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
前
者

の
買
出
動
を
試
み
る
と
い
う
、

そ
れ
で
あ
る
。
前
掲
の
如
く
、

ヒ
ュ

1
プ
ナ

I
教
授
、

ホ
イ
ッ
ト
ュ
ィ
、
ミ

1
ヵ
ー
ら
が
、

の
と
う
し
た
理
論
護
表
の
後
に
た
っ
て
、
行
わ
れ
た
賓
態
調
査
の
結
果
は
、
後
者
の
方
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、
そ
の
後

の
立
法
は
、

と
の
縁
由
に
よ
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

難
平
は
一
般
に
相
場
道
の
邪
道
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
こ
う
し
た
賓
り
難
卒
の
行
わ
れ
る
事
情
か
ら
見
れ

ば
、
こ
の
場
合
相
場
は
上
向
き
に
た
っ
て
い
る
吹
第
で
、
債
格
上
の
非
難
は
、

シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
に
お
い
て
浴
び
る
必
要
は
た
い
の
で

あ
る
。
邪
道
だ
と
い
っ
て
も
、

シ
ョ
ー
ト
・
セ
ラ
ー
が
自
己
の
剣
断
、
自
己
の
危
険
に
お
い
て
、
こ
れ
を
試
み
て
い
る
次
第
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
む
し
ろ
お
節
介
す
べ
き
筋
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
難
卒
を
邪
遭
た
り
と
説
く
の
は
よ
い
が
、
そ
の
理
由
を
以
て
、
と
の
場
合
の

シ
曽
I
干
・
セ
イ
ル
を
批
剣
ず
る
と
と
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。

25 

賓
崩
し
に
つ
い
て
は
ー
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
肯
定
論
者
と
い
え
ど
も
、
支
持
し
て
お
ら
だ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
否
定
論
者
が
と
れ
を
取

ア

7
8
t然
市
場
に
お
け
る
ジ
ョ

I
F
・
セ
イ
ル

25 
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り
上
げ
て
云
々
し
て
も
、
そ
れ
は
つ
い
に
漏
り
相
撲
に
た
企
て
し
ま
う
は
ず
で
あ
る
。

乙
の
形
式
的
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
た
問
題
と
し
て
、
そ
の
貫
質
を
と
る
か
、
形
式
を
と
る
か
が
問
題
と
た
ろ
う
。

26 

肯
定
論
者
は
貫
質
を
と
り
、
否
定
論
者
は
形
式
を
と
る
。
し
か
し
、
園
民
粧
梼
上
そ
の
も
の
の
有
つ
有
益
た
機
能
、
賓
際
上
の
必
要
を
思

え
ば
、
こ
と
で
は
む
し
ろ
、
貴
質
的
考
慮
を
優
先
さ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
保
管
画
賞
り
に
よ
り
、
保
険
繋
ぎ
が
出
来
、
取
引
所
は
そ
の

債
格
保
険
機
能
を
誇
る
こ
と
が
出
来
る
。
端
株
の
シ
了
I
F
・
セ
イ
ル
に
よ
り
、
大
衆
の
投
資
が
、
容
易
に
、
し
か
も
廉
僚
に
、
可
能
と

た
る
。
輸
取
り
に
よ
っ
て
、
債
格
水
準
調
節
と
い
う
大
目
的
も
期
し
得
ら
れ
る
。
先
受
渡
の
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
も
、
営
事
者
の
翁
め
と

い
う
よ
り
、
園
民
経
詩
的
に
有
意
義
で
あ
る
。
ナ
た
わ
ち
、
こ
う
し
た
も
の
を
、
形
式
的
に
、
取
扱
上
だ
け
シ

1
1
ト
・
セ
イ
ル
と
し
て
、

と
れ
を
取
締
る
と
い
う
の
は
、
文
字
通
り
の
い
わ
ゆ
る
形
式
主
義
で
あ
る
。
取
扱
い
の
と
と
は
J
工
夫
に
よ
り

E
う
に
で
も
た
り
得
る
と

と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
有
つ
良
き
機
能
を
犠
牲
に
し
て
し
ま
う
の
は
、
惜
し
い
J
」
と
で
あ
る
‘
。

と
れ
を
要
す
る
に
べ
三
九
ル
ー
ル
の
巌
存
す
る
限
り
、
接
さ
れ
た
る
投
機
的
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
は
、
も
は
や
全
く
無
害
有
盆
で
あ
る
。

そ
れ
は
立
法
者
の
理
想
通
り
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
酒
格
商
に
立
脚
す
る
立
法
措
置
に
つ
い
て
は
、
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
肯
定

論
者
も
、
多
少
の
郷
愁
は
盛
る
と
し
て
彦
、
敢
え
て
反
封
は
公
け
に
し
た
い
で
あ
ろ
う
。
何
ん
と
な
れ
ば
、
彼
等
の
多
く
も
、
シ
胃

l

F
・
セ
イ
ル
は
債
格
下
落
に
不
営
の
協
力
を
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
っ
て
い
る
か
ら
~
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
等
が
そ
の
理
論
に
て
支

持
し
て
い
る
と
と
ろ
の
、
シ
司

1
2
r
・
セ
イ
ル
の
形
態
は
、
依
然
許
さ
れ
て
お
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
ん
だ
、
形
式
的
シ
ョ
ー
ト
・
セ
イ
ル
に
つ
い
て
は
意
見
が
岐
れ
よ
う
。
今
後
の
或
い
は
導
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
形
式
的
シ
ョ
ー
ト
・

セ
イ
ル
の
取
締
強
化
に
よ
っ
て
、
貫
質
的
に
は
、
園
民
経
梼
上
に
大
い
た
る
貢
献
を
設
す
べ
き
で
あ
り
な
が
ら
、

た
だ
形
式
的
に
、
シ
ョ
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